








































































































































んずる点などにおいて、BS of IPE は、古典・歴史・社会的アプローチを採る ES of IR と類似
していること16）や、先行する ES of IR の存在による BS of IPE の形成への影響17）などが指摘
されている。

















と、IR と IPE 双方の英国学派（ES/BS）の学術的な方法論をめぐる批判に、それぞれの英国
学派が独自の研究方法に名称を与えそれを洗練させることで答えようとするとき、ES of IR と
BS of IPE の何れにおいても、ヒュームの哲学が参照されていると言えるのである。




























































































































































































































































































う。『人間本性論』（A Treatise of Human Nature; 以下、THNと略記）のテクストは、D.F. Norton 
& M.J. Nortonの編集による2000年のオックスフォード大学刊行版を用い、本稿の参照・引用箇所に
は同書の巻・部・節・段落番号を付している。『人間知性探究』（An Enquiry Concerning Human 
Understanding ; 以下、EHUと略記）は、Tom L. Beauchamp の編集による1999年のオックスフォー
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